
見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め

再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

令和5年11月1日　第105号　発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記

702

2024年5月14

この間、記念すべき100号を発行したのに、
もう105号に月日の経つ速さを感じています。隣
町への大手半導体進出の影響で大津町も地価
が上昇し多方面での影響が表れています。議会
だよりでも町の方向を分かりやすく伝えていきま
すので今後の議会だよりにもご期待ください。

　　　　　　　　　　　　　 （三宮美香）

本会議動画配信
配信中

議会だよりが
読めるアプリ

105号105号OZUOZU
おおづまち議会だよりおおづまち議会だより

2023

今月の定例会は

６月９月

12月 ３月

議会広報編集特別委員会

次回定例会は

12月6日(水)開催予定
（日 程 は 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す）

編　　   集：(委員長）三宮 美香/（副委員長）豊瀨 和久
 　 （委　員）時松 智弘/田代 元気/大村 裕一郎
発行責任者：(議　長）桐原 則雄

日程　12月6日（水）～14日（木）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
9月定例会の傍聴者数のべ46人、ライブ配信再生回数1,213回  録画配信再生回数143回(10/13時点)  

　新庁舎となり、妻と2度目の
議会傍聴でした。議員と担当
職員との真剣な質疑応答、配
られた資料などを見て町に対
する熱意を感じました。日頃、
自宅でテレビを見るときに感
じる騒音について関心があっ
たので、「空港周辺地域の騒
音対策」について興味深く傍
聴しました。

　TSMC進出に伴い国内外からの来熊は益々多くなるでしょう。これ
に伴い航空機の増便も考えられます。国・県・周辺町村も対策を講じ
ておられることと思いますが、空港周辺住民は日々騒音に困られてい
るのも事実であり、継続した発信が重要と思います。
　だからと言って観光・経済・文化交流等、熊本県をはじめ市町村自
治体にとっては地域振興発展の為、大事でも有ります。だが、騒音に困
られている住民がおられることも忘れてはならないと存じます。国・県・
関係機関とも連携しながら近隣住民に聞き取り調査を更に継続して
行い騒音の軽減措置や健康被害が起きる前に改善の
周知を図られますよう願っています。

　今回議会を傍聴させてい
ただいて感じたことは、普段
から町や地域の活動でお会
いする方々がたくさんおられ、
普段は和やかな雰囲気の方
たちが、議会の時は真剣なま
なざし、そして町の代表として
年齢問わず議論されている
姿を目の当たりにして、今回よ

り一層、大津町が発展していくと感じました。今後
TSMCの影響で人口増加が見込まれる中、町とし
てどのような町づくりやインフラ整備していくのかが
直近の課題であると思いますが、今後より一層議員
の方たち、行政の方々、私たち町民が一緒になって
真剣に取り組むことが大事だと感じました。

商工会青年部部長

藤𠩤  芳彦さん大塚  弘さん（日吉が丘）
おおつか   ひろし

ふじわら     よしひこ

騒音や健康被害が起きる前に改善を 課題に議会と町民で
　　一緒に取り組む町に

ジュニアリーダー夢議会開催！！ジュニアリーダー夢議会開催！！ジュニアリーダー夢議会開催！！
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※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。

大津町議会 検 索

一般会計歳入歳出決算の認定について

介護保険特別会計 歳入歳出決算の認定について

後期高齢者医療特別会計 歳入歳出決算の認定について
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　　工業団地予定地から国道325号を越えて、
桜丘区までつながる約1キロの排水路の予備設計
と、工業団地造成に伴う通学路整備として、主
に歩道整備を目的とした測量設計委託となって
いる。

　　道路新設改良費で計上されている工業団

地の排水対策と道路整備はどのような内容な

のか。

問 答

　　民間活力を入れるため全棟お貸しするという

ことで今年度内には公募する方向で進めている。

　　旧電算室はどのような利用を考えている

のか、空いているので貸す方向で検討すべきで

ないか。

問 答

　　1棟2戸分のみとなっており、転居費用につい

ては国土交通省から算出方法が示されており同様

に算出している。

　　立石団地はレッドゾーン対象地域が２戸と

のことだが、ほかにも対象地域があるのか、ま

た転居費用の算出根拠は。

問 答

　　実際に工業団地ができると、調整池、樹木、道路
の管理などが発生してくるので、誘致して終わりでは
なく、企業からの法人税や住民税等を含めたところ
で、最終的な収支がどれぐらいになるかは、今後、状
況を見ていく。

問 答

　　今回はまず地下水があるかどうかの調査にな

る。地下水の状況把握には水道企業団などと協力

しながら調査検討を進めたい。

　　工業団地地質調査委託について、地下水

搾取は周辺の地下水低下につながるのではな

いか。

問 答

　　今年度に入り納品が難しいとの事業者の声があ
り、給食センターと事業者が情報を共有する為、一堂
に会し情報交換の場を作った。今後は定期的に意見交
換できる場を作り、それを踏まえての献立作りをやらせ
ていただきたい。

　　学校給食について地産地消の取り組みを進め
ていると思うが、昨今の原材料の高騰や天候不順
による材料確保が難しい現状があると食品納入事
業者から聞いている。
円滑な納品の対策や今行っている取り組みは。

問 答

　　農業関係者が全国大会に出場する場合は、町

が支援して横断幕を作成している。

　　県予選を勝ち抜いた和牛の横断幕の作成
状況について例規集に記載はあるのか。
文化スポーツ関係と同じように要綱等を定め
るべきでないか。

問
答

　　入れ替え時に処分をする予算を組んでいる。

不要な備品についても総点検を行い、対応して

いく。

　　中学校の備品購入について、古くなった備

品の処分費用は。

また、空き教室に保管することはないか。

問 答

　　不能欠損には帰国された外国人、生活保護世帯なども含
まれている状況です。
不用額については、歳入の補正が3月になっていたので、今年
度から9月に補正し、それを下期に向けて、政策的な経費として
予算編成することが考えられる。

　　町税について、不能欠損について、課税
状況に問題ないのか。
また、決算審査の中で、多額の不用額につい
て指摘があったが、それに対しての対策は。

問 答

　　工業団地の計画、投資額とリターンのバランス
を取っていく必要がある。
職員の人件費なども計上してフルコストを特別会
計に入れなければ売却額が計算できないのではな
いか。

● ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町外四ケ市町村共有財産 管理処分事務受託
特別会計歳入歳出決算の認定について

誰もが住みたくなるまちへ
大津町のこんなことが決まりました

９月定例会議
会期期間１５日間  ９月1日～９月15日

９月定例会の議案等は
　　予算………………………  9 件
　　決算………………………  8 件
　　条例………………………  3 件
　　人事………………………  1 件

　地方自治法等の規定に基づき、令和５年７月から８月末までに実施した令和４年度一般会計、特別会
計及び公営企業会計に係る決算審査の結果、収支決算・基金運用及び諸手続きに要する関係書類は法令
等に適合し、かつ正確に行われていることが認められた。
　一般会計における形式収支から翌年度へ繰り越す財源を差し引いた実質収支は、10億5315万円余の
黒字となり、財政秩序維持の重要な指標とされるプライマリーバランスも昨年度の赤字から黒字決算と
なった。また、全会計を通じ財政健全化判断比率や資金不足比率等についても国が示す指標の数値以下
であり法令に適合し、かつ、正確であり財政の健全な運営が認められた。
 決算における黒字要因は、熊本地震からの復旧・復興に係る事業が完了し地方債の借入が大幅に縮小
し、町民税及びふるさと納税等の収入が大きく伸びたことが主な要因となっている。
　財政運営上の課題として、収支の差額として昨年度に引き続き11億円余の不用
額が生じており、予算の捕捉の問題として、経済状況等を見極め、あらゆる資料
に基づき正確に財源を捕捉しているか、歳入と歳出予算の整合性はとれているか
など、今後、しっかりとした検証が必要と思われる。
　公営企業会計では、公共下水道事業及び農業集落排水事業で審議会を設置し料金
改定が議論されているが住民生活に直結する問題であり審議会の議論の状況や情報
提供等に適切に対応していただきたい。
　なお、TSMCの進出に伴い町営工業団地造成、道路網の整備等への投資が見込
まれる。既存事業に遅れや影響がないよう重点事業の選択とそれに伴う財源の手
当のため法定外目的税導入などの検討と早急な中期財政計画の策定が望まれる。

今村  昭彦
代表監査委員

予　算予　算
1億1,889万円 1億1,132万円

いまむら　 あきひこ

pick up 1 pick up 2道路新設改良 企業誘致推進

併せて歩道が整備されます

企業立地の促進に取り組んでいます

令 和 4 年 度 決 算 審 査 を 終 え て
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大津町議会 検 索

一般会計歳入歳出決算の認定について

介護保険特別会計 歳入歳出決算の認定について

後期高齢者医療特別会計 歳入歳出決算の認定について
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　　工業団地予定地から国道325号を越えて、
桜丘区までつながる約1キロの排水路の予備設計
と、工業団地造成に伴う通学路整備として、主
に歩道整備を目的とした測量設計委託となって
いる。

　　道路新設改良費で計上されている工業団

地の排水対策と道路整備はどのような内容な

のか。

問 答

　　民間活力を入れるため全棟お貸しするという

ことで今年度内には公募する方向で進めている。

　　旧電算室はどのような利用を考えている

のか、空いているので貸す方向で検討すべきで

ないか。

問 答

　　1棟2戸分のみとなっており、転居費用につい

ては国土交通省から算出方法が示されており同様

に算出している。

　　立石団地はレッドゾーン対象地域が２戸と

のことだが、ほかにも対象地域があるのか、ま

た転居費用の算出根拠は。

問 答

　　実際に工業団地ができると、調整池、樹木、道路
の管理などが発生してくるので、誘致して終わりでは
なく、企業からの法人税や住民税等を含めたところ
で、最終的な収支がどれぐらいになるかは、今後、状
況を見ていく。

問 答

　　今回はまず地下水があるかどうかの調査にな

る。地下水の状況把握には水道企業団などと協力

しながら調査検討を進めたい。

　　工業団地地質調査委託について、地下水

搾取は周辺の地下水低下につながるのではな

いか。

問 答

　　今年度に入り納品が難しいとの事業者の声があ
り、給食センターと事業者が情報を共有する為、一堂
に会し情報交換の場を作った。今後は定期的に意見交
換できる場を作り、それを踏まえての献立作りをやらせ
ていただきたい。

　　学校給食について地産地消の取り組みを進め
ていると思うが、昨今の原材料の高騰や天候不順
による材料確保が難しい現状があると食品納入事
業者から聞いている。
円滑な納品の対策や今行っている取り組みは。

問 答

　　農業関係者が全国大会に出場する場合は、町

が支援して横断幕を作成している。

　　県予選を勝ち抜いた和牛の横断幕の作成
状況について例規集に記載はあるのか。
文化スポーツ関係と同じように要綱等を定め
るべきでないか。

問
答

　　入れ替え時に処分をする予算を組んでいる。

不要な備品についても総点検を行い、対応して

いく。

　　中学校の備品購入について、古くなった備

品の処分費用は。

また、空き教室に保管することはないか。

問 答

　　不能欠損には帰国された外国人、生活保護世帯なども含
まれている状況です。
不用額については、歳入の補正が3月になっていたので、今年
度から9月に補正し、それを下期に向けて、政策的な経費として
予算編成することが考えられる。

　　町税について、不能欠損について、課税
状況に問題ないのか。
また、決算審査の中で、多額の不用額につい
て指摘があったが、それに対しての対策は。

問 答

　　工業団地の計画、投資額とリターンのバランス
を取っていく必要がある。
職員の人件費なども計上してフルコストを特別会
計に入れなければ売却額が計算できないのではな
いか。
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● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町外四ケ市町村共有財産 管理処分事務受託
特別会計歳入歳出決算の認定について

誰もが住みたくなるまちへ
大津町のこんなことが決まりました

９月定例会議
会期期間１５日間  ９月1日～９月15日

９月定例会の議案等は
　　予算………………………  9 件
　　決算………………………  8 件
　　条例………………………  3 件
　　人事………………………  1 件

　地方自治法等の規定に基づき、令和５年７月から８月末までに実施した令和４年度一般会計、特別会
計及び公営企業会計に係る決算審査の結果、収支決算・基金運用及び諸手続きに要する関係書類は法令
等に適合し、かつ正確に行われていることが認められた。
　一般会計における形式収支から翌年度へ繰り越す財源を差し引いた実質収支は、10億5315万円余の
黒字となり、財政秩序維持の重要な指標とされるプライマリーバランスも昨年度の赤字から黒字決算と
なった。また、全会計を通じ財政健全化判断比率や資金不足比率等についても国が示す指標の数値以下
であり法令に適合し、かつ、正確であり財政の健全な運営が認められた。
 決算における黒字要因は、熊本地震からの復旧・復興に係る事業が完了し地方債の借入が大幅に縮小
し、町民税及びふるさと納税等の収入が大きく伸びたことが主な要因となっている。
　財政運営上の課題として、収支の差額として昨年度に引き続き11億円余の不用
額が生じており、予算の捕捉の問題として、経済状況等を見極め、あらゆる資料
に基づき正確に財源を捕捉しているか、歳入と歳出予算の整合性はとれているか
など、今後、しっかりとした検証が必要と思われる。
　公営企業会計では、公共下水道事業及び農業集落排水事業で審議会を設置し料金
改定が議論されているが住民生活に直結する問題であり審議会の議論の状況や情報
提供等に適切に対応していただきたい。
　なお、TSMCの進出に伴い町営工業団地造成、道路網の整備等への投資が見込
まれる。既存事業に遅れや影響がないよう重点事業の選択とそれに伴う財源の手
当のため法定外目的税導入などの検討と早急な中期財政計画の策定が望まれる。
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　パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
は
所

定
の
申
請
用
紙
と
注
意
書
き
に
あ

る
書
類
と
写
真
の
準
備
が
必
要
。

窓
口
で
申
請
内
容
と
写
真
の
審
査

を
行
い
、
県
に
送
付
し
て
い
る
。

　県
の
審
査
終
了
後
、
交
付
は
町

で
行
う
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
真
は

か
す
れ
、
に
じ
み
に
関
す
る
審
査

が
厳
し
い
た
め
、
注
意
が
必
要
。

45

総務
委員会
レポート

QA 　
　公
共
交
通
会
議
と
は
別
に
区

長
会
か
ら
意
見
聴
取
は
出
来
る

か
。
公
共
交
通
を
利
用
し
な
い
人

に
し
て
み
れ
ば
他
の
事
業
財
源
に

充
て
る
べ
き
と
の
厳
し
い
意
見
も

あ
る
だ
ろ
う
。

　様
々
な
団
体
か
ら
意
見
を
上
げ

て
頂
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　様
々
な
団
体
を
構
成
員
と

し
て
考
え
て
い
る
。
人
数
が
多

い
場
合
に
は
そ
の
参
加
範
囲
も

検
討
す
る
。

　一
部
交
付
税
措
置
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
一
般
財
源
で
行
う
事

業
で
あ
り
町
民
へ
広
く
周
知
し
区

長
会
議
で
の
説
明
を
検
討
す
る
。

QA 　
　町
内
か
ら
も
海
外
へ
渡
航

す
る
事
業
者
も
増
加
す
る
。
役

場
で
行
う
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の

流
れ
は
。
ま
た
写
真
な
ど
、
注

意
す
る
点
は
。

QA 　
　外
国
人
住
民
増
加
に
伴

い
、
対
応
に
苦
慮
す
る
行
政
区

も
出
る
。

　ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
周
知
や

町
内
会
な
ど
の
案
内
を
す
る
場

合
、
役
場
か
ら
何
か
支
援
は
あ

る
の
か
。

　
　外
国
人
相
談
窓
口
を
今
年
5

月
よ
り
開
設
し
、
既
に
42
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　相
談
員
の
増
員
や
対
応
日
数
を

増
や
す
事
も
検
討
し
て
い
く
。

　ま
た
、
役
場
の
各
部
署
の
多
言

語
化
も
検
討
し
て
お
り
、
各
行
政

区
に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
進
め
て
い
く
。

QA 　
　台
湾
企
業
の
進
出
も
あ
り
今

後
も
町
内
外
国
人
は
増
加
し
て
い

く
も
の
と
思
う
。

　外
国
人
住
民
対
策
に
町
は
ど
う

対
応
す
る
か
整
理
し
、
示
す
時
期

が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
　台
湾
か
ら
の
転
入
が
増
え
て

い
る
と
実
感
し
て
お
り
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
菊
池
郡
市
2
市
２

町
の
行
政
連
絡
会
議
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
る
。
そ
の
機
会
を
通

じ
情
報
共
有
し
、
役
場
も
各
部
課

で
課
題
を
精
査
し
次
年
度
予
算
化

に
努
め
る
。

役
場
で
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

要
領
と
注
意
点
は

外
国
人
住
民
対
策
は

役
場
全
体
の
検
討
が
必
要

外
国
人
の
納
税
に
つ
い
て

未
納
を
防
ぐ
周
知
手
段
は

企
業
進
出
に
よ
る

駅
北
口
渋
滞
緩
和
策
は

受
け
入
れ
る
行
政
区
の

情
報
提
供
な
ど
の
支
援
は

公
共
交
通
会
議
と
は
別
に

行
政
区
の
意
見
聴
取
を

QA 　
　町
に
お
け
る
税
の
未
納
の
中

で
、
外
国
人
の
状
況
は
ど
う
か
。

　ま
た
、
大
都
市
で
は
外
国
人
転

出
入
の
多
い
地
域
で
税
未
納
が
多

い
と
聞
く
が
対
策
は
。

　
　外
国
人
全
体
の
町
税
の
未
払

い
は
年
20
万
円
、
原
因
は
非
常
に

短
期
間
の
居
住
か
ら
の
転
出
で
納

付
書
送
付
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た

も
の
。
未
納
は
日
本
国
民
の
方
が

圧
倒
的
に
多
い
。

　
　

　今
後
は
外
国
人
の
未
納
が
増
加

し
な
い
よ
う
雇
用
事
業
者
等
に
チ

ラ
シ
等
で
周
知
す
る
。

QA 　
　半
導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

と
な
る
企
業
進
出
が
相
次
ぎ
、
朝

の
駅
北
口
は
従
業
員
送
迎
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
と
、
住
民
利
用
の
車
が
混

み
あ
い
乗
降
が
不
便
と
聞
く
。
対

策
は
。

　
　道
路
の
安
全
面
は
防
災
交
通

課
、
駅
南
口
は
商
業
観
光
課
、
全

体
的
な
政
策
は
総
合
政
策
課
、
将

来
的
な
整
備
は
都
市
計
画
課
で
進

め
て
お
り
、
関
係
各
課
と
情
報
を

共
有
し
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

マイクロバスと一般車両で混む駅前

役場保有の携帯通訳機

区長会、ＰＴＡ等の意見も

外国人相談窓口の対応状況

すすむグローバル社会　　常に未来を意識した政策を

短期就労外国人居住者に周知を

本籍地の戸籍抄本が必要です
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　急
傾
斜
地
対
策
の
工
事
は
、

崩
れ
た
部
分
の
一
部
が
上
井
手
で

受
け
止
め
ら
れ
る
た
め
対
象
外
と

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
水
が
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
な

の
で
、
別
の
形
で
も
検
討
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。 
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経済建設
委員会
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QA 　
　イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
10
月
か

ら
開
始
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
も
適
用
さ
れ
る
。
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
も
ら
う
こ
と
で
高

齢
者
の
健
康
が
継
続
さ
れ
る
側
面

も
あ
る
が
、
町
と
し
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
姿
勢
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　こ
の
問
題
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
農

業
法
人
も
同
じ
悩
み
を
持
た
れ
て

い
る
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
軽
減
措
置
対
応
や
影
響
を
受

け
る
事
業
に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め

て
い
る
。

補
助
金
の
交
付
後
の
検
証
は

急
傾
斜
地
対
策
は

共
有
財
産
に
つ
い
て

QA 　
　共
有
財
産
山
林
の
維
持
管
理

は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。 

　
　こ
れ
ま
で
一
般
会
計
の
長
期

施
業
委
託
の
中
で
共
有
財
産
山
林

を
含
め
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
た

が
、
契
約
を
分
け
た
方
が
管
理
し

や
す
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
令
和

６
年
度
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
委
託

契
約
を
行
う
予
定
。
共
有
財
産
山

林
は
、
伐
採
作
業
が
ほ
ぼ
終
了
し

た
の
で
、
今
後
、
新
植
を
中
心
に

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。 

QA 　
　農
業
者
が
高
齢
に
な
っ
た
場

合
、
農
業
者
年
金
で
収
入
の
確
保

は
で
き
る
の
か
。

　
　農
業
者
年
金
は
、
旧
制
度
は

現
役
世
代
の
保
険
料
で
支
給
さ
れ

る
賦
課
方
式
だ
っ
た
が
、
農
業
者

の
減
少
に
よ
り
平
成
13
年
度
で
制

度
が
終
了
し
、
新
制
度
の
積
立
方

式
の
確
定
拠
出
型
年
金
と
な
っ

た
。
老
後
の
備
え
は
国
民
年
金
だ

け
で
は
十
分
と
い
え
な
い
こ
と
か

ら
、
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
や
、

一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
な
ど
も
あ
る
た

め
、今
後
も
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

QA 　
　工
場
等
振
興
奨
励
補
助
金
は

交
付
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
き

ち
ん
と
検
証
し
な
が
ら
、
公
金
の

使
い
方
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

 

固
定
資
産
税
や
法
人
町
民

税
な
ど
の
税
収
の
見
込
み
を
計
算

し
、
補
助
金
の
リ
タ
ー
ン
に
つ
い

て
確
認
は
行
っ
て
い
る
。 

観
光
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

QA　
　県
の
砂
防
担
当
の
河
川
課
や

県
北
広
域
本
部
の
農
地
整
備
課
と

協
議
し
た
が
、
崩
土
は
上
井
手
で

受
け
止
め
る
た
め
の
事
業
の
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
。
用
水
の
断
面

ま
で
し
か
整
備
で
き
な
い
た
め
、

実
施
す
る
た
め
に
は
今
回
の
起
債

事
業
に
は
該
当
せ
ず
、
今
後
事
業

を
行
う
場
合
は
町
単
独
費
で
の
対

応
に
な
る
。 

QA 　
　新
阿
蘇
大
橋
活
性
化
協
議

会
の
活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　本
年
度
に
名
称
を
「
南
阿
蘇

鉄
道
沿
線
観
光
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議

会
」に
変
更
し
た
。
構
成
団
体（
大

津
町
、
南
阿
蘇
村
、
高
森
町
）
で

連
携
し
、
令
和
５
年
度
熊
本
県
広

域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
補
助

金
を
申
請
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
観
光
振
興
・
誘
客
促
進

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

これからの大津町　  の産業を考える

スタンプラリーのチラシ補助金を受けた企業

農業者年金の冊子
工事予定箇所

シルバー人材センター作業中の写真

おお     づ   まち 　                 さん  ぎょう 　 　  かんが 定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会



　
　急
傾
斜
地
対
策
の
工
事
は
、

崩
れ
た
部
分
の
一
部
が
上
井
手
で

受
け
止
め
ら
れ
る
た
め
対
象
外
と

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
水
が
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
な

の
で
、
別
の
形
で
も
検
討
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。 
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QA 　
　イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
10
月
か

ら
開
始
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
も
適
用
さ
れ
る
。
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
も
ら
う
こ
と
で
高

齢
者
の
健
康
が
継
続
さ
れ
る
側
面

も
あ
る
が
、
町
と
し
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
姿
勢
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　こ
の
問
題
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
農

業
法
人
も
同
じ
悩
み
を
持
た
れ
て

い
る
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
軽
減
措
置
対
応
や
影
響
を
受

け
る
事
業
に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め

て
い
る
。

補
助
金
の
交
付
後
の
検
証
は

急
傾
斜
地
対
策
は

共
有
財
産
に
つ
い
て

QA 　
　共
有
財
産
山
林
の
維
持
管
理

は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。 

　
　こ
れ
ま
で
一
般
会
計
の
長
期

施
業
委
託
の
中
で
共
有
財
産
山
林

を
含
め
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
た

が
、
契
約
を
分
け
た
方
が
管
理
し

や
す
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
令
和

６
年
度
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
委
託

契
約
を
行
う
予
定
。
共
有
財
産
山

林
は
、
伐
採
作
業
が
ほ
ぼ
終
了
し

た
の
で
、
今
後
、
新
植
を
中
心
に

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。 

QA 　
　農
業
者
が
高
齢
に
な
っ
た
場

合
、
農
業
者
年
金
で
収
入
の
確
保

は
で
き
る
の
か
。

　
　農
業
者
年
金
は
、
旧
制
度
は

現
役
世
代
の
保
険
料
で
支
給
さ
れ

る
賦
課
方
式
だ
っ
た
が
、
農
業
者

の
減
少
に
よ
り
平
成
13
年
度
で
制

度
が
終
了
し
、
新
制
度
の
積
立
方

式
の
確
定
拠
出
型
年
金
と
な
っ

た
。
老
後
の
備
え
は
国
民
年
金
だ

け
で
は
十
分
と
い
え
な
い
こ
と
か

ら
、
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
や
、

一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
な
ど
も
あ
る
た

め
、今
後
も
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

QA 　
　工
場
等
振
興
奨
励
補
助
金
は

交
付
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
き

ち
ん
と
検
証
し
な
が
ら
、
公
金
の

使
い
方
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

 

固
定
資
産
税
や
法
人
町
民

税
な
ど
の
税
収
の
見
込
み
を
計
算

し
、
補
助
金
の
リ
タ
ー
ン
に
つ
い

て
確
認
は
行
っ
て
い
る
。 

観
光
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

QA　
　県
の
砂
防
担
当
の
河
川
課
や

県
北
広
域
本
部
の
農
地
整
備
課
と

協
議
し
た
が
、
崩
土
は
上
井
手
で

受
け
止
め
る
た
め
の
事
業
の
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
。
用
水
の
断
面

ま
で
し
か
整
備
で
き
な
い
た
め
、

実
施
す
る
た
め
に
は
今
回
の
起
債

事
業
に
は
該
当
せ
ず
、
今
後
事
業

を
行
う
場
合
は
町
単
独
費
で
の
対

応
に
な
る
。 

QA 　
　新
阿
蘇
大
橋
活
性
化
協
議

会
の
活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　本
年
度
に
名
称
を
「
南
阿
蘇

鉄
道
沿
線
観
光
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議

会
」に
変
更
し
た
。
構
成
団
体（
大

津
町
、
南
阿
蘇
村
、
高
森
町
）
で

連
携
し
、
令
和
５
年
度
熊
本
県
広

域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
補
助

金
を
申
請
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
観
光
振
興
・
誘
客
促
進

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

これからの大津町　  の産業を考える

スタンプラリーのチラシ補助金を受けた企業

農業者年金の冊子
工事予定箇所

シルバー人材センター作業中の写真

おお     づ   まち 　                 さん  ぎょう 　 　  かんが 定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             
高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会



　
　昨
年
度
の
実
績
は
、
新
規
相

談
者
は
77
人
で
終
結
が
74
人
、
継

続
が
81
人
で
あ
る
。
以
前
は
複
数

の
窓
口
を
訪
れ
て
い
た
が
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
窓
口
が

あ
り
助
か
る
と
い
っ
た
声
を
頂
い

て
い
る
。

　ケ
ー
ス
会
議
な
ど
で
は
町
職
員

も
同
席
し
、連
携
を
密
に
し
てい
る
。

　広
報
や
ホ
ー
ム
ペー
ジ
以
外
に
も

様
々
な
機
会
を
通
じ
周
知
に
努
め

た
い
。

89

文教厚生
委員会
レポート

QA 　
　災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
地
域
に

よっ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
原
因
は
。

　区
長
や
民
生
委
員
を
中
心
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
進
め

て
も
ら
う
べ
き
で
な
い
か
。

　
　コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
策
定
地
区

が
増
え
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
地
域
福

祉
懇
談
会
に
実
践
地
区
の
区
長
に

事
例
を
話
し
て
頂
く
な
ど
、
推
進

に
努
め
て
い
る
。

　コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
た
た

め
、
改
め
て
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
地
域
の
計
画
づ
く
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

QA 　
　農
政
課
に
お
い
て
、
横
断
幕

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
関
係
で
は
基
準
が

高
く
、
判
断
基
準
を
統
一
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

 

生
涯
学
習
課
に
お
い
て
は

新
た
に
定
め
た
要
綱
に
基
づ
き
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
国
際
大
会

に
つ
い
て
は
町
で
作
成
し
掲
出
し

て
い
る
が
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
観
点

か
ら
、
今
後
全
庁
的
に
考
え
て
い

き
た
い
。

町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る

取
り
組
み
を

 

こ
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第一に

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

大
津
幼
稚
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

ふ
く
し
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

QA 　
　「か
ら
い
も
デ
イ
」
や
「
ふ

る
さ
と
く
ま
さ
ん
デ
イ
」
の
子
ど

も
た
ち
の
反
応
は
。
ま
た
、
地
元

産
食
材
の
確
保
に
つ
い
て
不
安
材

料
は
な
い
か
。

　
　

 「
か
ら
い
も
デ
イ
」
で
は
、

定
番
の
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
キ
ャ

ラ
メ
ル
ア
ー
モ
ン
ド
ポ
テ
ト
と

い
っ
た
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
献
立
の
幅
を
広
げ
、
好
評
で

あ
る
。
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、

気
候
な
ど
の
影
響
で
不
足
す
る
場

合
は
、
近
隣
市
町
村
や
県
内
産
の

食
材
で
対
応
し
て
い
る
。

QA 　
　ふ
く
し
の
相
談
窓
口
に
つ

い
て
、
利
用
状
況
や
利
用
者
の

反
応
は
。

　ま
た
、
町
職
員
と
の
連
携
や
制

度
の
周
知
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

QA 　
　ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
安
全
装
置

を
設
置
す
る
が
、
路
線
バ
ス
に
お

い
て
も
、
県
外
で
、
車
内
に
置
き

去
り
に
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て

い
る
。
路
線
バ
ス
利
用
の
児
童
生

徒
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

 

遠
方
か
ら
通
学
す
る
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

な
ど
で
通
学
を
支
援
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
は
、
距

離
な
ど
一
定
の
基
準
に
お
い
て
判

断
し
て
い
る
。

　路
線
バ
ス
事
業
者
に
お
い
て

は
、
複
数
回
の
確
認
な
ど
安
全
対

策
を
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

地
産
地
消
を
活
か
し
た

給
食
の
提
供
を

QA 　
　大
津
幼
稚
園
の
民
営
化
ま
で

半
年
と
な
っ
た
が
、
3
、
4
歳
児

の
保
護
者
へ
の
説
明
は
。

　ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
先
生
が

変
わ
る
こ
と
で
不
安
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　昨
年
度
か
ら
再
編
方
針
や
民

営
化
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
向
性

や
移
譲
先
法
人
の
保
育
の
様
子
を

話
し
、
大
津
幼
稚
園
の
方
針
も
引

き
継
い
で
い
く
と
い
こ
と
を
保
護

者
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
。

　ま
た
、
職
員
に
つ
い
て
も
、
会

計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
大
津
幼
稚
園
で
の
勤
務

を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

説
明
を
さ
れ
て
い
る
。

適正な予算執行で　  安心・安全な地域づくりを

町のスクールバス ふくしの相談窓口

大津幼稚園

てき   せ い 　      よ    さん  しっ   こう 　                あん  しん      あん   ぜん         ち   いき

和牛オリンピックに出場された皆さま

からいもを使ったメニュー
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　昨
年
度
の
実
績
は
、
新
規
相

談
者
は
77
人
で
終
結
が
74
人
、
継

続
が
81
人
で
あ
る
。
以
前
は
複
数

の
窓
口
を
訪
れ
て
い
た
が
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
窓
口
が

あ
り
助
か
る
と
い
っ
た
声
を
頂
い

て
い
る
。

　ケ
ー
ス
会
議
な
ど
で
は
町
職
員

も
同
席
し
、連
携
を
密
に
し
てい
る
。

　広
報
や
ホ
ー
ム
ペー
ジ
以
外
に
も

様
々
な
機
会
を
通
じ
周
知
に
努
め

た
い
。

89

文教厚生
委員会
レポート

QA 　
　災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
地
域
に

よっ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
原
因
は
。

　区
長
や
民
生
委
員
を
中
心
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
進
め

て
も
ら
う
べ
き
で
な
い
か
。

　
　コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
策
定
地
区

が
増
え
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
地
域
福

祉
懇
談
会
に
実
践
地
区
の
区
長
に

事
例
を
話
し
て
頂
く
な
ど
、
推
進

に
努
め
て
い
る
。

　コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
た
た

め
、
改
め
て
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
地
域
の
計
画
づ
く
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

QA 　
　農
政
課
に
お
い
て
、
横
断
幕

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
関
係
で
は
基
準
が

高
く
、
判
断
基
準
を
統
一
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

 
生
涯
学
習
課
に
お
い
て
は

新
た
に
定
め
た
要
綱
に
基
づ
き
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
国
際
大
会

に
つ
い
て
は
町
で
作
成
し
掲
出
し

て
い
る
が
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
観
点

か
ら
、
今
後
全
庁
的
に
考
え
て
い

き
た
い
。

町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る

取
り
組
み
を

 

こ
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第一に

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

大
津
幼
稚
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

ふ
く
し
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

QA 　
　「か
ら
い
も
デ
イ
」
や
「
ふ

る
さ
と
く
ま
さ
ん
デ
イ
」
の
子
ど

も
た
ち
の
反
応
は
。
ま
た
、
地
元

産
食
材
の
確
保
に
つ
い
て
不
安
材

料
は
な
い
か
。

　
　

 「
か
ら
い
も
デ
イ
」
で
は
、

定
番
の
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
キ
ャ

ラ
メ
ル
ア
ー
モ
ン
ド
ポ
テ
ト
と

い
っ
た
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
献
立
の
幅
を
広
げ
、
好
評
で

あ
る
。
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、

気
候
な
ど
の
影
響
で
不
足
す
る
場

合
は
、
近
隣
市
町
村
や
県
内
産
の

食
材
で
対
応
し
て
い
る
。

QA 　
　ふ
く
し
の
相
談
窓
口
に
つ

い
て
、
利
用
状
況
や
利
用
者
の

反
応
は
。

　ま
た
、
町
職
員
と
の
連
携
や
制

度
の
周
知
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

QA 　
　ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
安
全
装
置

を
設
置
す
る
が
、
路
線
バ
ス
に
お

い
て
も
、
県
外
で
、
車
内
に
置
き

去
り
に
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て

い
る
。
路
線
バ
ス
利
用
の
児
童
生

徒
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

 

遠
方
か
ら
通
学
す
る
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

な
ど
で
通
学
を
支
援
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
は
、
距

離
な
ど
一
定
の
基
準
に
お
い
て
判

断
し
て
い
る
。

　路
線
バ
ス
事
業
者
に
お
い
て

は
、
複
数
回
の
確
認
な
ど
安
全
対

策
を
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

地
産
地
消
を
活
か
し
た

給
食
の
提
供
を
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児
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。
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た
、
子
ど
も
た
ち
は
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こ
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不
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が
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の
で
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い
か
。

　
　昨
年
度
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ら
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や
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、
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の
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の
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を
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で
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く
と
い
こ
と
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に
丁
寧
に
説
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。

　ま
た
、
職
員
に
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て
も
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会
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度
任
用
職
員
に
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は
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引
き
続
き
大
津
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で
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都
市
公
園
に
は
、防
災
、

健
康
、
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
醸
成
な
ど
様
々
な
役

割
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て

の
人
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

つ
く
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
目

指
す
こ
と
が
重
要
だ
。 

　
そ
の
た
め
、
公
園
整
備
や

改
修
を
行
う
際
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
立
場
の
方
の
視
点
に
配

慮
し
、
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を

見
極
め
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
み
ん
な
の
公
園
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
寄
附
財
源
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
既
存

も
含
め
、
公
園
等
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
化
を
し
っ
か
り
進

め
て
い
く
。
　
　
　（
町
長
）

1０1１

町政を問う　　6月定例会
一 般 質 問
一般質問に16名中10名が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを問うのが一般質問です。議員は政策提言も含め、
質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信を行っています。顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

Q

A

　
　
障
害
者
基
本
法
の
中
で

は
、
全
国
民
が
等
し
く
基
本

的
人
権
を
共
有
す
る
か
け
が

え
の
な
い
個
人
で
あ
る
と
さ

れ
る
。 

　
町
長
が
目
指
す
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
社
会
で
は
、
個
の

属
性
に
よ
っ
て
周
り
か
ら
排

除
さ
れ
ず
、
誰
も
が
社
会
の

一
員
と
し
て
支
え
合
い
な
が

ら
、
と
も
に
生
き
る
社
会
な

は
ず
だ
。 

　
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

公
園
が
散
見
を
さ
れ
る
が
、

町
の
全
体
の
公
園
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
化
は
出
来
な

い
の
か
。 

　
都
市
空
間
の
創
出
、
暮

ら
し
や
す
さ
の
ア
キ
レ
ス

腱
に
な
ら
な
い
よ
う
求
め
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の

定
義
と
公
園
の
整
備
の
現

況
を
伺
う
。 

バリアフリー法を重視した公園整備を
国内外から注目され集客力を持つ公園を検討

時松　智弘議員

 ・ＵＤe スポーツを通じ老若男女を問わず交流でき
る機会を作る考えはないか 

・物流を担うトラックドライバーの為、ステーション
等の休息拠点を整備する考えはないか 

その他の質問

ときまつ　ともひろ

Q

A

Q

A

 柵等は一部の意見で整備せず、インクルーシブ化を

Q

A

Q

A

　
　
通
学
路
や
生
活
道
路
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
て
い
る

が
財
政
面
の
問
題
な
ど
で
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
最
近
で
は
幹
線
道
路
の
渋

滞
を
避
け
る
た
め
、
通
学
路

を
通
る
車
両
が
増
え
て
お

り
、
大
変
危
険
な
状
態
で
あ

る
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
は
じ

め
と
す
る
工
事
が
増
え
、
建

設
車
両
や
大
型
車
が
住
民
の

生
活
道
路
に
進
入
し
、
危
険

で
迷
惑
を
し
て
い
る
と
い
っ

た
話
を
聞
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
費
用

を
抑
え
た
安
全
対
策
で
、
時

間
帯
進
入
禁
止
や
大
型
車
進

入
禁
止
な
ど
の
規
制
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。
　

規制強化で住民の安全対策を
関係機関と協議を加速させる 

田代　元気議員

Q

A

　
　
以
前
か
ら
交
通
渋
滞
に

よ
る
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
が
、
最
近
で
は
工
事
車

両
も
増
え
、
町
内
各
地
の
通

学
路
や
生
活
道
路
を
抜
け
道

と
し
て
通
る
車
両
が
増
加

し
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
通
学
時
間
に
交
通
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
や
、
関
係
機

関
と
危
険
箇
所
の
合
同
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。

　
時
間
帯
進
入
禁
止
や
大
型

車
進
入
禁
止
に
つ
い
て
は
、

安
全
対
策
に
お
け
る
非
常
に

有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
今
後
、
関
係
機
関
と
協
議

を
加
速
さ
せ
、
効
果
が
見
込

め
る
箇
所
に
つ
い
て
は
導
入

し
た
い
。
　
　（
町
長
）・町有施設のネーミングライツ導入について

その他の質問

た しろ　　げんき

Q

A

　
　
立
野
ダ
ム
が
機
能
し
た

こ
と
で
、
氾
濫
危
険
水
位
超

過
を
回
避
し
た
。
流
木
な
ど

の
堆
積
そ
の
も
の
を
減
ら
す

た
め
に
抜
本
的
な
改
善
解
消

の
た
め
、
私
の
ほ
う
か
ら
も

現
在
対
策
な
ど
を
協
議
し
て

い
る
。                （
町
長
）

　
今
後
の
大
雨
に
伴
う
増
水

時
の
流
木
の
撤
去
作
業
は
立

野
ダ
ム
工
事
事
務
所
と
、
熊

本
県
と
と
も
に
協
議
す
る
。

今
後
も
国
県
と
連
携
し
て
河

川
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
る
。

　
　
　   （
都
市
整
備
部
長
）

　
　
メ
リ
ッ
ト
は
、
水
量
が

危
険
水
位
よ
り
、
増
え
な
く

て
洪
水
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、川
の
水
が
減
水
と
共
に
、

穴
あ
き
ダ
ム
の
穴
か
ら
、
内

牧
地
域
の
白
川
に
大
量
に
流

れ
着
い
た
流
木
の
山
で
あ

る
。
又
、
水
田
に
水
を
取
り

入
れ
て
る
、
畑
井
手
も
大
量

に
流
れ
着
い
た
流
木
と
砂
に

ふ
さ
が
れ
、
下
流
に
、
水
が

流
れ
な
い
為
大
型
の
重
機
で

の
撤
去
作
業
を
し
た
が
、
高

額
の
撤
去
費
用
は
農
家
負
担

で
あ
る
。

　
大
量
に
流
れ
着
い
た
流
木

と
砂
の
撤
去
費
負
担
金
を
、

立
野
ダ
ム
に
負
担
を
協
議
す

べ
き
だ
。

立野ダムのメリットとデメリットについて
立野ダム工事事務所へ課題を共有し協議する

Q

A

その他の質問

山本　富二夫議員

・地下水を心配している町民に対し、水田湛水事業を
PR すべきだ。

・町職員の働き方改革をすべきだ。

白川に大量に流れ着いた流木

歩道未整備の通学路

やまもと　　ふ  じ   お
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い
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う
に
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た
デ
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イ
ン
を
目

指
す
こ
と
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重
要
だ
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そ
の
た
め
、
公
園
整
備
や

改
修
を
行
う
際
に
は
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あ
ら

ゆ
る
立
場
の
方
の
視
点
に
配

慮
し
、
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を

見
極
め
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
み
ん
な
の
公
園
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
寄
附
財
源
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
既
存

も
含
め
、
公
園
等
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
化
を
し
っ
か
り
進

め
て
い
く
。
　
　
　（
町
長
）

1０1１

町政を問う　　6月定例会
一 般 質 問
一般質問に16名中10名が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを問うのが一般質問です。議員は政策提言も含め、
質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信を行っています。顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

Q

A

　
　
障
害
者
基
本
法
の
中
で

は
、
全
国
民
が
等
し
く
基
本

的
人
権
を
共
有
す
る
か
け
が

え
の
な
い
個
人
で
あ
る
と
さ

れ
る
。 

　
町
長
が
目
指
す
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
社
会
で
は
、
個
の

属
性
に
よ
っ
て
周
り
か
ら
排

除
さ
れ
ず
、
誰
も
が
社
会
の

一
員
と
し
て
支
え
合
い
な
が

ら
、
と
も
に
生
き
る
社
会
な

は
ず
だ
。 

　
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

公
園
が
散
見
を
さ
れ
る
が
、

町
の
全
体
の
公
園
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
化
は
出
来
な

い
の
か
。 

　
都
市
空
間
の
創
出
、
暮

ら
し
や
す
さ
の
ア
キ
レ
ス

腱
に
な
ら
な
い
よ
う
求
め
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の

定
義
と
公
園
の
整
備
の
現

況
を
伺
う
。 

バリアフリー法を重視した公園整備を
国内外から注目され集客力を持つ公園を検討

時松　智弘議員

 ・ＵＤe スポーツを通じ老若男女を問わず交流でき
る機会を作る考えはないか 

・物流を担うトラックドライバーの為、ステーション
等の休息拠点を整備する考えはないか 

その他の質問

ときまつ　ともひろ

Q

A

Q

A

 柵等は一部の意見で整備せず、インクルーシブ化を

Q

A

Q

A

　
　
通
学
路
や
生
活
道
路
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
て
い
る

が
財
政
面
の
問
題
な
ど
で
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
最
近
で
は
幹
線
道
路
の
渋

滞
を
避
け
る
た
め
、
通
学
路

を
通
る
車
両
が
増
え
て
お

り
、
大
変
危
険
な
状
態
で
あ

る
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
は
じ

め
と
す
る
工
事
が
増
え
、
建

設
車
両
や
大
型
車
が
住
民
の

生
活
道
路
に
進
入
し
、
危
険

で
迷
惑
を
し
て
い
る
と
い
っ

た
話
を
聞
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
費
用

を
抑
え
た
安
全
対
策
で
、
時

間
帯
進
入
禁
止
や
大
型
車
進

入
禁
止
な
ど
の
規
制
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。
　

規制強化で住民の安全対策を
関係機関と協議を加速させる 

田代　元気議員

Q

A

　
　
以
前
か
ら
交
通
渋
滞
に

よ
る
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
が
、
最
近
で
は
工
事
車

両
も
増
え
、
町
内
各
地
の
通

学
路
や
生
活
道
路
を
抜
け
道

と
し
て
通
る
車
両
が
増
加

し
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
通
学
時
間
に
交
通
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
や
、
関
係
機

関
と
危
険
箇
所
の
合
同
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。

　
時
間
帯
進
入
禁
止
や
大
型

車
進
入
禁
止
に
つ
い
て
は
、

安
全
対
策
に
お
け
る
非
常
に

有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
今
後
、
関
係
機
関
と
協
議

を
加
速
さ
せ
、
効
果
が
見
込

め
る
箇
所
に
つ
い
て
は
導
入

し
た
い
。
　
　（
町
長
）・町有施設のネーミングライツ導入について

その他の質問

た しろ　　げんき

Q

A

　
　
立
野
ダ
ム
が
機
能
し
た

こ
と
で
、
氾
濫
危
険
水
位
超

過
を
回
避
し
た
。
流
木
な
ど

の
堆
積
そ
の
も
の
を
減
ら
す

た
め
に
抜
本
的
な
改
善
解
消

の
た
め
、
私
の
ほ
う
か
ら
も

現
在
対
策
な
ど
を
協
議
し
て

い
る
。                （
町
長
）

　
今
後
の
大
雨
に
伴
う
増
水

時
の
流
木
の
撤
去
作
業
は
立

野
ダ
ム
工
事
事
務
所
と
、
熊

本
県
と
と
も
に
協
議
す
る
。

今
後
も
国
県
と
連
携
し
て
河

川
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
る
。

　
　
　   （
都
市
整
備
部
長
）

　
　
メ
リ
ッ
ト
は
、
水
量
が

危
険
水
位
よ
り
、
増
え
な
く

て
洪
水
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、川
の
水
が
減
水
と
共
に
、

穴
あ
き
ダ
ム
の
穴
か
ら
、
内

牧
地
域
の
白
川
に
大
量
に
流

れ
着
い
た
流
木
の
山
で
あ

る
。
又
、
水
田
に
水
を
取
り

入
れ
て
る
、
畑
井
手
も
大
量

に
流
れ
着
い
た
流
木
と
砂
に

ふ
さ
が
れ
、
下
流
に
、
水
が

流
れ
な
い
為
大
型
の
重
機
で

の
撤
去
作
業
を
し
た
が
、
高

額
の
撤
去
費
用
は
農
家
負
担

で
あ
る
。

　
大
量
に
流
れ
着
い
た
流
木

と
砂
の
撤
去
費
負
担
金
を
、

立
野
ダ
ム
に
負
担
を
協
議
す

べ
き
だ
。

立野ダムのメリットとデメリットについて
立野ダム工事事務所へ課題を共有し協議する

Q

A

その他の質問

山本　富二夫議員

・地下水を心配している町民に対し、水田湛水事業を
PR すべきだ。

・町職員の働き方改革をすべきだ。

白川に大量に流れ着いた流木

歩道未整備の通学路

やまもと　　ふ  じ   お

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             
高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会



区
の
区
長
、
町
及
び
県
で
組

織
す
る
空
港
周
辺
協
議
会
大

津
町
部
会
が
あ
る
。
そ
の
中

で
地
域
住
民
の
要
望
及
び
意

見
を
関
係
機
関
に
伝
え
て
い

く
。
ま
た
空
港
周
辺
で
は
、

空
港
周
辺
４
ヶ
町
村
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
騒
音
だ
け
で
な
く
こ
れ

か
ら
の
空
港
の
利
活
用
課
題

も
含
め
、
整
理
し
な
が
ら
改

善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
町
長
）

　
航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
は
改

善
さ
れ
低
騒
音
型
と
な
っ
た

が
、
天
候
な
ど
の
条
件
に

よ
っ
て
は
支
障
を
来
た
し
て

い
る
。
航
空
機
騒
音
は
大
幅

に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
６
月
の
大
津
町
部
会
の

開
催
に
加
え
、
８
月
に
も
町

部
会
役
員
と
、
県
、
熊
本
空

港
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

騒
音
の
現
状
を
伝
え
運
行
経

路
の
工
夫
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。
今
後
、
半
導
体
産
業

が
集
積
さ
れ
る

中
、
阿
蘇
く
ま

も
と
空
港
は
ビ

ジ
ネ
ス
や
観
光

面
で
の
需
要
も

伸
び
て
く
る
と

考
え
る
た
め
町

と
し
て
も
騒
音

の
実
情
と
地
域

住
民
の
意
見
を

国
、
県
、
関
係

機
関
に
伝
え
て

い
く
。

（
住
民
生
活
部
長
）

1213

　 

　
町
な
か
エ
リ
ア
で
の
オ

ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入

は
、
現
時
点
で
既
存
の
公
共

交
通
と
の
整
合
性
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

　
一
方
、乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

に
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
れ
ば
、
相

乗
り
で
の
効
率
的
な
配
車
が

可
能
と
な
る
が
、
シ
ス
テ
ム

の
初
期
投
資
及
び
運
用
経
費

に
か
な
り
の
経
費
が
必
要
と

な
る
。

　
ま
ず
、
10
月
か
ら
巡
回
バ

ス
の
実
証
運
行
の
経
過
を
み

て
、Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
進
化
に
も

期
待
し
な
が
ら
、
改
め
て
町

民
へ
の
要
望
と
事
業
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
か
ら
方
策
を
検
討

し
た
い
。
　
　
　
　 （
町
長
）

ＡＩを活用し、公共交通不便地域にも乗合タクシーを
実証運行の経過と住民の要望把握から

Q

A

　
　
町
中
心
部
を
東
西
に
周

回
す
る
「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア

巡
回
バ
ス
」
の
実
証
運
行
が

10
月
か
ら
は
じ
ま
る
。

　
一
方
、
中
心
部
周
辺
の
人

は
、
既
存
の
バ
ス
利
用
も
不

便
な
う
え
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
も
対
象
外
で
あ
り
、
室

小
周
辺
、
楽
善・日
吉
ヶ
丘
、

美
咲
野
、
上
大
津
、
国
道
57

号
の
南
側
地
域
の
人
た
ち
は

「
公
共
交
通
不
便
（
空
白
）」

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　
荒
尾
市
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
、
市
内
全
域
で
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
利
用
で
き
る
。

　
大
津
町
で
も
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
、
公
共
交
通
の
充
実
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

荒木　俊彦議員
あらき　　としひこ

Q

A

・PFAS(有機フッ素化合物)地下水検査と情報公開
・大津町も給食費・菊陽町にならって月千円の援助を

その他の質問

　
　
カ
ナ
ダ
の
研
究
に
よ
る

と
、
い
じ
め
事
案
の
85
％
に

傍
観
者
が
存
在
し
、
74
％
は

積
極
的
支
持
、
23
％
は
暗
黙

的
支
持
。
実
に
傍
観
者
の
８

割
が
い
じ
め
を
嫌
だ
と
感
じ

て
お
り
、
そ
の
内
の
1３
％
の

子
ど
も
が
勇
気
を
出
し
、
い

じ
め
を
止
め
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
57
％
の
い
じ
め
が
数

秒
以
内
に
止
ま
っ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
い
じ
め
に

関
す
る
正
し
い
知
識
や
行
動

を
教
え
る
事
が
、
子
ど
も
達

が
傷
つ
く
機
会
を
は
る
か
に

減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

　
　
令
和
５
年
度
、
学
校
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
い

じ
め
・
不
登
校
等
の
未
然
防

止
と
解
消
の
位
置
づ
け
、
安

心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
素
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
状

況
を
把
握
し
、
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
、
今
後

も
い
じ
め
の
未
然
防
止
及
び

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、「
い
じ
め
未
然
防
止

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

も
今
後
、
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。
　
　
　
　   （
町
長
）

・通学路の安全対策について

Q

A

いじめ予防プログラム（トリプルチェンジ）授業を！
子ども達が楽しく過ごせる学校にしていく

山部　良二議員

Q

A

やまべ　 りょうじ

その他の質問

・人参選果場新築について
その他の質問

　
　
現
在
は
大
津
町
に
お
い

て
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
促

進
事
業
を
行
っ
て
い
な
い

が
、物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
令

和
4
年
度
に
補
助
金
交
付
事

業
を
実
施
し
て
、
今
年
度
に

お
い
て
も
、
6
月
よ
り
、
畜

産
農
家
に
重
点
を
置
い
た
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
こ

れ
ま
で
町
と
し
て
も
交
付
金

も
活
用
し
な
が
ら
、
農
家
の

皆
様
へ
の
複
数
の
支
援
策
を

行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
収
入

保
険
制
度
へ
の
助
成
も
、
農

家
支
援
策
の
一
つ
の
う
ち
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
国
県
や
、
県
内
の

市
町
村
の
状
況
を
調
査
し
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
い
い
の

か
、
関
係
者
協
議
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
情
報
発
信

等
も
進
め
て
い
く
。（
町
長
）

Q

A

　
　
農
業
を
取
り
巻
く
状
況

は
資
材
高
騰
等
に
よ
り
以
前

と
し
て
悪
い
状
況
に
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
状
況
も
踏
ま
え

合
志
市
で
は
、
保
険
加
入
の

呼
び
水
的
な
意
味
合
い
で
６

万
円
上
限
の
保
険
加
入
掛
金

三
分
の
一
を
補
助
す
る
事
業

を
行
な
っ
て
い
る
。

　
大
津
町
で
も
数
度
に
わ
た

り
農
家
に
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
補
助
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
状
況
を
考
え
れ

ば
農
家
に
対
し
て
合
志
市
が

行
っ
た
よ
う
な
保
険
へ
の
加

入
を
促
す
よ
う
な
施
策
を
行

な
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
を
問
う
。

農家の収入保険は
町も情報発信を行っていく

大村　裕一郎議員

Q

A

おおむら    ゆういちろう

　
　
熊
本
空
港
は
昭
和
46

年
４
月
、
６
往
復
便
か
ら
就

航
し
開
港
し
た
。
現
在
は
、

国
内
線
往
復
80
便
。
国
際
線

往
復
週
16
便
が
就
航
し
て

お
り
離
発
着
し
て
い
る
。
離

陸
の
騒
音
は
最
大
で
あ
り
、

そ
の
経
路
の
直
下
に
位
置
す

る
大
津
町
は
騒
音
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
。
航
空

機
騒
音
の
環
境
基
準
に
つ
い

て
は
、
全
地
点
環
境
基
準
は

達
成
し
て
い
る
が
、
年
々
便

数
も
増
加
、
飛
行
機
も
小
型

化
し
航
路
も
変
化
騒
音
も

悪
化
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

再
度
騒
音
調
査
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
運
用
時

間
の
厳
守
に
つ
い
て
は
、
重

要
で
あ
り
今
後
も
監
視
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。そ
し
て
、

騒
音
の
被
害
を
受
け
て
い
る

地
域
に
対
す
る
助
成
の
在
り

方
も
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

　
　
航
空
機
騒
音
に
つ
い
て

は
、
航
空
機
騒
音
防
止
法
に

基
づ
き
騒

音
対
策
事

業
を
実
施

し
て
い
ま

す
。
住
民

代
表
で
組

織
す
る
空

港
周
辺
整

備
協
議
会

や
、
大
津

町
内
の
飛

行
経
路
に

あ
る
地
域

住
民
の
19

QA
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大塚　益雄議員

Q

A

おおつか　 ます お

トライアル

▪▪▪▪▪巡回バスルート  右・左回り▪▪▪▪▪10 月から実証運行

・災害を起こしかねない水路の点検整備を

その他の質問

柏市HPより

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会
　

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会
　



区
の
区
長
、
町
及
び
県
で
組

織
す
る
空
港
周
辺
協
議
会
大

津
町
部
会
が
あ
る
。
そ
の
中

で
地
域
住
民
の
要
望
及
び
意

見
を
関
係
機
関
に
伝
え
て
い

く
。
ま
た
空
港
周
辺
で
は
、

空
港
周
辺
４
ヶ
町
村
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
騒
音
だ
け
で
な
く
こ
れ

か
ら
の
空
港
の
利
活
用
課
題

も
含
め
、
整
理
し
な
が
ら
改

善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
町
長
）

　
航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
は
改

善
さ
れ
低
騒
音
型
と
な
っ
た

が
、
天
候
な
ど
の
条
件
に

よ
っ
て
は
支
障
を
来
た
し
て

い
る
。
航
空
機
騒
音
は
大
幅

に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
６
月
の
大
津
町
部
会
の

開
催
に
加
え
、
８
月
に
も
町

部
会
役
員
と
、
県
、
熊
本
空

港
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

騒
音
の
現
状
を
伝
え
運
行
経

路
の
工
夫
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。
今
後
、
半
導
体
産
業

が
集
積
さ
れ
る

中
、
阿
蘇
く
ま

も
と
空
港
は
ビ

ジ
ネ
ス
や
観
光

面
で
の
需
要
も

伸
び
て
く
る
と

考
え
る
た
め
町

と
し
て
も
騒
音

の
実
情
と
地
域

住
民
の
意
見
を

国
、
県
、
関
係

機
関
に
伝
え
て

い
く
。

（
住
民
生
活
部
長
）
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町
な
か
エ
リ
ア
で
の
オ

ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入

は
、
現
時
点
で
既
存
の
公
共

交
通
と
の
整
合
性
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

　
一
方
、乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

に
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
れ
ば
、
相

乗
り
で
の
効
率
的
な
配
車
が

可
能
と
な
る
が
、
シ
ス
テ
ム

の
初
期
投
資
及
び
運
用
経
費

に
か
な
り
の
経
費
が
必
要
と

な
る
。

　
ま
ず
、
10
月
か
ら
巡
回
バ

ス
の
実
証
運
行
の
経
過
を
み

て
、Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
進
化
に
も

期
待
し
な
が
ら
、
改
め
て
町

民
へ
の
要
望
と
事
業
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
か
ら
方
策
を
検
討

し
た
い
。
　
　
　
　 （
町
長
）

ＡＩを活用し、公共交通不便地域にも乗合タクシーを
実証運行の経過と住民の要望把握から

Q

A

　
　
町
中
心
部
を
東
西
に
周

回
す
る
「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア

巡
回
バ
ス
」
の
実
証
運
行
が

10
月
か
ら
は
じ
ま
る
。

　
一
方
、
中
心
部
周
辺
の
人

は
、
既
存
の
バ
ス
利
用
も
不

便
な
う
え
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
も
対
象
外
で
あ
り
、
室

小
周
辺
、
楽
善・日
吉
ヶ
丘
、

美
咲
野
、
上
大
津
、
国
道
57

号
の
南
側
地
域
の
人
た
ち
は

「
公
共
交
通
不
便
（
空
白
）」

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　
荒
尾
市
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
、
市
内
全
域
で
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
利
用
で
き
る
。

　
大
津
町
で
も
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
、
公
共
交
通
の
充
実
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

荒木　俊彦議員
あらき　　としひこ

Q

A

・PFAS(有機フッ素化合物)地下水検査と情報公開
・大津町も給食費・菊陽町にならって月千円の援助を

その他の質問

　
　
カ
ナ
ダ
の
研
究
に
よ
る

と
、
い
じ
め
事
案
の
85
％
に

傍
観
者
が
存
在
し
、
74
％
は

積
極
的
支
持
、
23
％
は
暗
黙

的
支
持
。
実
に
傍
観
者
の
８

割
が
い
じ
め
を
嫌
だ
と
感
じ

て
お
り
、
そ
の
内
の
1３
％
の

子
ど
も
が
勇
気
を
出
し
、
い

じ
め
を
止
め
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
57
％
の
い
じ
め
が
数

秒
以
内
に
止
ま
っ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
い
じ
め
に

関
す
る
正
し
い
知
識
や
行
動

を
教
え
る
事
が
、
子
ど
も
達

が
傷
つ
く
機
会
を
は
る
か
に

減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

　
　
令
和
５
年
度
、
学
校
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
い

じ
め
・
不
登
校
等
の
未
然
防

止
と
解
消
の
位
置
づ
け
、
安

心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
素
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
状

況
を
把
握
し
、
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
、
今
後

も
い
じ
め
の
未
然
防
止
及
び

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、「
い
じ
め
未
然
防
止

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

も
今
後
、
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。
　
　
　
　   （
町
長
）

・通学路の安全対策について

Q

A

いじめ予防プログラム（トリプルチェンジ）授業を！
子ども達が楽しく過ごせる学校にしていく

山部　良二議員

Q

A

やまべ　 りょうじ

その他の質問

・人参選果場新築について
その他の質問

　
　
現
在
は
大
津
町
に
お
い

て
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
促

進
事
業
を
行
っ
て
い
な
い

が
、物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
令

和
4
年
度
に
補
助
金
交
付
事

業
を
実
施
し
て
、
今
年
度
に

お
い
て
も
、
6
月
よ
り
、
畜

産
農
家
に
重
点
を
置
い
た
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
こ

れ
ま
で
町
と
し
て
も
交
付
金

も
活
用
し
な
が
ら
、
農
家
の

皆
様
へ
の
複
数
の
支
援
策
を

行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
収
入

保
険
制
度
へ
の
助
成
も
、
農

家
支
援
策
の
一
つ
の
う
ち
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
国
県
や
、
県
内
の

市
町
村
の
状
況
を
調
査
し
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
い
い
の

か
、
関
係
者
協
議
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
情
報
発
信

等
も
進
め
て
い
く
。（
町
長
）

Q

A

　
　
農
業
を
取
り
巻
く
状
況

は
資
材
高
騰
等
に
よ
り
以
前

と
し
て
悪
い
状
況
に
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
状
況
も
踏
ま
え

合
志
市
で
は
、
保
険
加
入
の

呼
び
水
的
な
意
味
合
い
で
６

万
円
上
限
の
保
険
加
入
掛
金

三
分
の
一
を
補
助
す
る
事
業

を
行
な
っ
て
い
る
。

　
大
津
町
で
も
数
度
に
わ
た

り
農
家
に
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
補
助
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
状
況
を
考
え
れ

ば
農
家
に
対
し
て
合
志
市
が

行
っ
た
よ
う
な
保
険
へ
の
加

入
を
促
す
よ
う
な
施
策
を
行

な
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
を
問
う
。

農家の収入保険は
町も情報発信を行っていく

大村　裕一郎議員

Q

A

おおむら    ゆういちろう

　
　
熊
本
空
港
は
昭
和
46

年
４
月
、
６
往
復
便
か
ら
就

航
し
開
港
し
た
。
現
在
は
、

国
内
線
往
復
80
便
。
国
際
線

往
復
週
16
便
が
就
航
し
て

お
り
離
発
着
し
て
い
る
。
離

陸
の
騒
音
は
最
大
で
あ
り
、

そ
の
経
路
の
直
下
に
位
置
す

る
大
津
町
は
騒
音
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
。
航
空

機
騒
音
の
環
境
基
準
に
つ
い

て
は
、
全
地
点
環
境
基
準
は

達
成
し
て
い
る
が
、
年
々
便

数
も
増
加
、
飛
行
機
も
小
型

化
し
航
路
も
変
化
騒
音
も

悪
化
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

再
度
騒
音
調
査
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
運
用
時

間
の
厳
守
に
つ
い
て
は
、
重

要
で
あ
り
今
後
も
監
視
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。そ
し
て
、

騒
音
の
被
害
を
受
け
て
い
る

地
域
に
対
す
る
助
成
の
在
り

方
も
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

　
　
航
空
機
騒
音
に
つ
い
て

は
、
航
空
機
騒
音
防
止
法
に

基
づ
き
騒

音
対
策
事

業
を
実
施

し
て
い
ま

す
。
住
民

代
表
で
組

織
す
る
空

港
周
辺
整

備
協
議
会

や
、
大
津

町
内
の
飛

行
経
路
に

あ
る
地
域

住
民
の
19

QA
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大塚　益雄議員

Q

A

おおつか　 ます お

トライアル

▪▪▪▪▪巡回バスルート  右・左回り▪▪▪▪▪10 月から実証運行

・災害を起こしかねない水路の点検整備を

その他の質問

柏市HPより

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             
高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会
　

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会
　



1415

永田　和彦議員
ながた　  かずひこ

質
問
の
相
手
は
す
べ
て
町
長
で
す
。
　

解
体
費
用
約
８
億
円
の
財
源
確
保
と
期
間
の
明
確
化

解
体
終
了
後
の
利
用
計
画

周
辺
地
域
の
可
能
性
の
創
出

町
の
工
業
団
地
整
備
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

近
郊
市
町
と
の
企
業
誘
致
合
戦
に
勝
算
は
あ
る
の
か

県
は
菊
池
市
に
工
業
団
地
を
整
備
す
る
が
、
な
ぜ
大
津

町
は
単
独
か

１
次
産
業
の
生
産
性
維
持
及
び
向
上
の
確
保
可
能
か

町
道
整
備
と
の
連
携
で
宅
地
開
発
を
加
速
さ
せ
人
口
を

増
加
さ
せ
る
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

東
部
清
掃
工
場
の
解
体
に
つ
い
て

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

国
県
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
と
町
の
発
展
に
つ
い
て

論 

点
※
 

録
画
配
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
　
こ
れ
ま
で
の
産
後
ケ
ア

事
業
の
対
象
が
「
心
身
の
不

調
ま
た
は
育
児
不
安
が
あ
る

者
」「
特
に
支
援
が
必
要
と
み

と
め
ら
れ
る
者
」　
か
ら
、「
産

後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
者
」

と
改
定
さ
れ
、
出
産
後
、
希

望
者
は
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
分
か
り
に
く
く
、
周
知
が

十
分
で
は
な
い
。
ま
た
、
産

後
の
母
親
に
は
必
要
な
事
業

な
の
で
、
里
帰
り
出
産
の
母

子
や
、
今
後
増
え
て
く
る
で

あ
ろ
う
外
国
人
も
対
象
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
　

その他の質問
・まちづくり懇談会の検証について
・町内の安心安全について

その他の質問

・業務改善の進捗について
・こども基本法と新たなこども計画の策定、
こども基本条例について

　
　
国
籍
に
関
係
な
く
、
希

望
す
る
人
が
安
心
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
事
業
の
受
皿
を

し
っ
か
り
と
確
保
し
な
が
ら

体
制
を
強
化
し
支
援
を
行

う
。
　
　
　
　
　
　（
町
長
）

　
妊
産
婦
へ
の
情
報
提
供
、

わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
申
請
方
法
、
医
療
機
関

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更

に
拡
充
し
て
い
く
。
他
の
自

治
体
の
情
報
も
確
認
し
、
希

望
者
全
員
が
対
象
と
な
る
よ

う
当
て
は
め
て
進
め
た
い
。

　
　
　
　（
健
康
福
祉
部
長
）

Q

A

　
　
こ
れ
ま
で
幾
度
も
不
適

切
な
事
務
が
繰
り
返
さ
れ
、

最
近
で
は
社
会
体
育
施
設
の

指
定
管
理
で
の
事
務
処
理
ミ

ス
と
そ
の
後
の
対
応
の
不
手

際
な
ど
が
あっ
た
。

　
過
去
の
再
発
防
止
策
は
観

念
的
な
注
意
喚
起
に
す
ぎ

ず
、
必
要
な
の
は
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
だ
。

　
地
方
自
治
法一五
〇
条
で
は

そ
の
仕
組
み
と
し
て
「
内
部

統
制
制
度
」
の
導
入
を
求
め

て
い
る
。
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー

ト
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
事
務
過
誤
の
改
善
取
組

を
進
め
ミ
ス
は
減
少
し
て
い

た
が
、
昨
年
度
終
盤
頃
か
ら

ま
た
増
加
し
て
い
る
。
要
因

は
業
務
量
の
増
加
。
今
後
は

内
部
統
制
制
度
の
強
化
に
向

け
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
や

進
捗
管
理
の
不
足
を
改
善
し

て
い
く
。
　
　
　
　

　
議
員
ご
指
摘
の
内
部
統
制

制
度
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
来
年
４
月
を
予

定
。    

　 

　        （
町
長
）

　
町
長
部
局
と
と
も
に
、
教

育
部
局
も
取
り
組
ん
で
い

く
。
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　
　
今
後
取
り
組
む
内
部
統

制
制
度
と
い
う
の
は
、
法
に

沿
っ
た
も
の
か
。
　
　
　
　

　
　
現
在
も
内
部
統
制
は
出

来
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
試

行
錯
誤
す
る
よ
う
な
形
で

や
っ
て
い
き
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　（
総
務
部
長
）

Q

Q

A

A

誰でも利用できる産後ケア事業を 
希望者全員が対象となるようすすめたい

三宮　美香議員

Q

A

さんのみや　 み  か

内部統制制度の導入を
（町長と総務部長の答弁に齟齬）

佐藤　真二議員

Q

A

さとう　　しんじ

地方自治法に基づく内部統制制度

東部清掃工場の解体について
国県のインフラ整備計画と町の発展について 定

例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
総
括     

　 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　  

　
　

　             

高
校
生
レ
ポ
ー
ト
　      

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

台湾行政視察中止の経緯について
大津町議会では、10月4日（水）～6日（金）の3日間で、議員14名（不参加
2名）、随行職員2名で台湾行政視察を実施する予定としておりましたが、
台風14号の台湾接近・上陸による影響を考慮し、視察を中止しました。

視察前日の台風の進路予想図

台湾（台北市、新竹市、宝山郷）

・TSMC本社がある台湾を訪問し、企業の規模や現地の状況を確認する　・TSMC本社周辺の生活環境を確認
し、町の環境整備の参考とする　・現地の団体と交流し、課題や施策を伺うとともに大津町をPRする　・その他
の現地の状況を確認し、町の施策の参考とする

・台北市進出口商業同業公會（台北市） ・TSMCミュージアム（新竹市） ・新竹サイエンスパーク（新竹市）
・宝山貯水ダム（宝山郷） ・肥後銀行台北支店（台北市）

約 331 万円

・9月30日　台風14号の発生を確認（10月5日台湾南部上陸、通過予定。（中心気圧940hPa）
・10月2日～3日　台風による台湾側への影響を確認（飛行機の通常運行及び視察先の受け入れ可能など）
・10月3日　緊急的に参加議員により協議した結果（一部欠席あり）、視察の中止を決定する
・同日　視察先及び旅行会社に視察中止を連絡。

・飛行機も運航し、視察先も受入れが大丈夫であれば訪台して良いのではないか。 ・延期して今年度中に再度調
整できないか。 ・今回は中止して、残った予算で委員会毎に計画できないか。 ・今回の訪台を、行く人と行かな
い人に分けたらどうか。 ・視察を中止してもキャンセル料などが発生するため、相当の理由が必要。・研修の当初
の目的が達成できるのか心配。 ・相手側が災害対応するとなった場合に、対応の邪魔とならないか。

・今回の台湾視察は中止（延期ではない）。 ・中止理由は、台風14号に伴う危機管理及び台湾側への配慮のため。
・今年度中の台湾研修及び委員会研修は実施しない。

航空賃、宿泊費、その他経費など、キャンセル費用として約151万円

1. 視察地

2. 目的

3. 視察先

4. 費用

5. 中止までの経緯

6. 協議での議員の
　意見（抜粋）

7. 協議結果

8. キャンセル後の費用

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会
　

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会
　

大津町議会ホームページでも掲載しています。
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永田　和彦議員
ながた　  かずひこ

質
問
の
相
手
は
す
べ
て
町
長
で
す
。
　

解
体
費
用
約
８
億
円
の
財
源
確
保
と
期
間
の
明
確
化

解
体
終
了
後
の
利
用
計
画

周
辺
地
域
の
可
能
性
の
創
出

町
の
工
業
団
地
整
備
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

近
郊
市
町
と
の
企
業
誘
致
合
戦
に
勝
算
は
あ
る
の
か

県
は
菊
池
市
に
工
業
団
地
を
整
備
す
る
が
、
な
ぜ
大
津

町
は
単
独
か

１
次
産
業
の
生
産
性
維
持
及
び
向
上
の
確
保
可
能
か

町
道
整
備
と
の
連
携
で
宅
地
開
発
を
加
速
さ
せ
人
口
を

増
加
さ
せ
る
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

東
部
清
掃
工
場
の
解
体
に
つ
い
て

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

国
県
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
と
町
の
発
展
に
つ
い
て

論 

点
※
 

録
画
配
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
　
こ
れ
ま
で
の
産
後
ケ
ア

事
業
の
対
象
が
「
心
身
の
不

調
ま
た
は
育
児
不
安
が
あ
る

者
」「
特
に
支
援
が
必
要
と
み

と
め
ら
れ
る
者
」　
か
ら
、「
産

後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
者
」

と
改
定
さ
れ
、
出
産
後
、
希

望
者
は
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
分
か
り
に
く
く
、
周
知
が

十
分
で
は
な
い
。
ま
た
、
産

後
の
母
親
に
は
必
要
な
事
業

な
の
で
、
里
帰
り
出
産
の
母

子
や
、
今
後
増
え
て
く
る
で

あ
ろ
う
外
国
人
も
対
象
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
　

その他の質問
・まちづくり懇談会の検証について
・町内の安心安全について

その他の質問

・業務改善の進捗について
・こども基本法と新たなこども計画の策定、
こども基本条例について

　
　
国
籍
に
関
係
な
く
、
希

望
す
る
人
が
安
心
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
事
業
の
受
皿
を

し
っ
か
り
と
確
保
し
な
が
ら

体
制
を
強
化
し
支
援
を
行

う
。
　
　
　
　
　
　（
町
長
）

　
妊
産
婦
へ
の
情
報
提
供
、

わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
申
請
方
法
、
医
療
機
関

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更

に
拡
充
し
て
い
く
。
他
の
自

治
体
の
情
報
も
確
認
し
、
希

望
者
全
員
が
対
象
と
な
る
よ

う
当
て
は
め
て
進
め
た
い
。

　
　
　
　（
健
康
福
祉
部
長
）

Q

A

　
　
こ
れ
ま
で
幾
度
も
不
適

切
な
事
務
が
繰
り
返
さ
れ
、

最
近
で
は
社
会
体
育
施
設
の

指
定
管
理
で
の
事
務
処
理
ミ

ス
と
そ
の
後
の
対
応
の
不
手

際
な
ど
が
あっ
た
。

　
過
去
の
再
発
防
止
策
は
観

念
的
な
注
意
喚
起
に
す
ぎ

ず
、
必
要
な
の
は
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
だ
。

　
地
方
自
治
法一五
〇
条
で
は

そ
の
仕
組
み
と
し
て
「
内
部

統
制
制
度
」
の
導
入
を
求
め

て
い
る
。
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー

ト
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
事
務
過
誤
の
改
善
取
組

を
進
め
ミ
ス
は
減
少
し
て
い

た
が
、
昨
年
度
終
盤
頃
か
ら

ま
た
増
加
し
て
い
る
。
要
因

は
業
務
量
の
増
加
。
今
後
は

内
部
統
制
制
度
の
強
化
に
向

け
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
や

進
捗
管
理
の
不
足
を
改
善
し

て
い
く
。
　
　
　
　

　
議
員
ご
指
摘
の
内
部
統
制

制
度
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
来
年
４
月
を
予

定
。    

　 

　        （
町
長
）

　
町
長
部
局
と
と
も
に
、
教

育
部
局
も
取
り
組
ん
で
い

く
。
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　
　
今
後
取
り
組
む
内
部
統

制
制
度
と
い
う
の
は
、
法
に

沿
っ
た
も
の
か
。
　
　
　
　

　
　
現
在
も
内
部
統
制
は
出

来
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
試

行
錯
誤
す
る
よ
う
な
形
で

や
っ
て
い
き
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　（
総
務
部
長
）

Q

Q

A

A

誰でも利用できる産後ケア事業を 
希望者全員が対象となるようすすめたい

三宮　美香議員

Q

A

さんのみや　 み  か

内部統制制度の導入を
（町長と総務部長の答弁に齟齬）

佐藤　真二議員

Q

A

さとう　　しんじ

地方自治法に基づく内部統制制度

東部清掃工場の解体について
国県のインフラ整備計画と町の発展について 定
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委
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高
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生
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ト
　      

大
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ポ
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ト
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例
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生
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ト
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学
生
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ト

台湾行政視察中止の経緯について
大津町議会では、10月4日（水）～6日（金）の3日間で、議員14名（不参加
2名）、随行職員2名で台湾行政視察を実施する予定としておりましたが、
台風14号の台湾接近・上陸による影響を考慮し、視察を中止しました。

視察前日の台風の進路予想図

台湾（台北市、新竹市、宝山郷）

・TSMC本社がある台湾を訪問し、企業の規模や現地の状況を確認する　・TSMC本社周辺の生活環境を確認
し、町の環境整備の参考とする　・現地の団体と交流し、課題や施策を伺うとともに大津町をPRする　・その他
の現地の状況を確認し、町の施策の参考とする

・台北市進出口商業同業公會（台北市） ・TSMCミュージアム（新竹市） ・新竹サイエンスパーク（新竹市）
・宝山貯水ダム（宝山郷） ・肥後銀行台北支店（台北市）

約 331 万円

・9月30日　台風14号の発生を確認（10月5日台湾南部上陸、通過予定。（中心気圧940hPa）
・10月2日～3日　台風による台湾側への影響を確認（飛行機の通常運行及び視察先の受け入れ可能など）
・10月3日　緊急的に参加議員により協議した結果（一部欠席あり）、視察の中止を決定する
・同日　視察先及び旅行会社に視察中止を連絡。

・飛行機も運航し、視察先も受入れが大丈夫であれば訪台して良いのではないか。 ・延期して今年度中に再度調
整できないか。 ・今回は中止して、残った予算で委員会毎に計画できないか。 ・今回の訪台を、行く人と行かな
い人に分けたらどうか。 ・視察を中止してもキャンセル料などが発生するため、相当の理由が必要。・研修の当初
の目的が達成できるのか心配。 ・相手側が災害対応するとなった場合に、対応の邪魔とならないか。

・今回の台湾視察は中止（延期ではない）。 ・中止理由は、台風14号に伴う危機管理及び台湾側への配慮のため。
・今年度中の台湾研修及び委員会研修は実施しない。

航空賃、宿泊費、その他経費など、キャンセル費用として約151万円

1. 視察地

2. 目的

3. 視察先

4. 費用

5. 中止までの経緯

6. 協議での議員の
　意見（抜粋）

7. 協議結果

8. キャンセル後の費用

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
議
会
　

         

一
般
質
問
　
　
　
　
　
　J
L
D
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会
　

大津町議会ホームページでも掲載しています。
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●
大
津
北
中
学
校

【
質
問
】
か
ら
い
も
の
皮
を
利
用
し
た
草

木
染
や
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
の
有
名
人

と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
と
、
海

外
へ
の
輸
出
に
よ
る
大
津
町
の
か
ら
い
も

の
知
名
度
の
ア
ッ
プ
を
。

【
感
想
】
S
D
G
s
の
取
り
組
み
と
し
て
か

ら
い
も
を
利
用
す
る
と
い
う
町
独
自
の
取
り

組
み
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　私
た
ち
が
大
津
町
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
こ
の
町
の
良
さ
を
知
ってい
き
ま
す
。

【
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
】

【
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
】

【
学
校
給
食
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
】

【
新
し
い
学
習
支
援
の
提
案
に
つ
い
て
】

【
公
園
の
利
用
改
善
に
つ
い
て
】

●
大
津
中
学
校

【
質
問
】
部
活
動
に
お
い
て
活
動
場
所
、

部
員
不
足
、
指
導
者
と
い
う
３
つ
の
課
題

が
あ
り
地
域
移
行
の
話
も
出
て
い
る
。
部

活
動
の
地
域
移
行
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
、
内
容
で
進
め
る
の
か
。

【
感
想
】
将
来
、
部
活
動
の
地
域
移
行
が

実
現
し
て
い
た
ら
、
指
導
員
と
し
て
後
輩

の
指
導
に
携
わ
り
、
大
津
町
の
剣
道
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

●
大
津
支
援
学
校

【
質
問
】
給
食
の
時
間
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
児
童
生
徒
が
多
く
い
る
。
給
食
セ
ン

タ
ー
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
新
た
な
発
想

を
入
れ
、
見
学
ツ
ア
ー
や
、
給
食
作
り
の

体
験
会
を
開
い
た
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

利
用
し
た
新
し
い
資
金
の
流
れ
を
作
っ
て

み
た
り
し
て
は
ど
う
か
。

【
感
想
】
感
謝
し
な
が
ら
給
食
を
食
べ
る

こ
と
や
、
食
と
栄
養
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
、お
い
し
く
給
食
を
食
べ
る
こ
と
で
、

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
協
力
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
で
、
大

津
町
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
翔
陽
高
校

【
質
問
】
個
人
で
も
集
団
で
も
学
べ
る
学

習
場
所
と
し
て
大
津
未
来
塾
の
対
象
を
高

校
生
ま
で
広
げ
る
こ
と
や
学
習
場
所
の
提

供
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
会
場
に
通
う

時
の
安
全
対
策
と
し
て
、
街
路
灯
や
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
で
き
な
い
か
。

【
感
想
】
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
、
大
津
町
で

も
海
外
の
方
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
、
日

本
語
を
理
解
し
に
く
い
と
悩
ん
でい
る
人
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち

に
も
対
応
で
き
る
と
町
の
イ
メ
ー
ジ
アッ
プ
に

も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

●
大
津
高
校

【
質
問
】
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
方
に
つ
い
て

危
険
性
が
あ
り
、
思
いっ
き
り
遊
べ
な
い
現

状
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
道
路
で
遊
ぶ

こ
と
な
く
、
の
び
の
び
と
遊
べ
る
よ
う
な
公

園
への
改
善
や
、
新
た
な
公
園
の
設
置
を
。

【
感
想
】
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
広
い
場
所
を

使
い
た
い
場
合
、
小
学
校
等
に
事
前
に
相

談
し
て
い
く
こ
と
や
、
私
た
ち
の
公
共
施

設
の
使
い
方
の
改
善
を
し
て
い
く
こ
と

で
、
楽
し
く
安
全
な
公
園
利
用
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

ジュニアリーダー夢議会を開催
　
２
０
２
３
年
10
月
17
日
（
火
）、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
夢
（
Ｊ
Ｌ
Ｄ
）
議
会
が
開
催
さ
れ
、
大
津
町

内
の
２
つ
の
中
学
校
と
、
３
つ
の
県
立
学
校
か
ら

10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
若
者
が
町
長
に
対
し
直
接
質
問
や

提
案
を
行
う
こ
と
で
、
政
治
を
身
近
に
感
じ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
若
者
目
線
で
の
提
案
や
、
町

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
と
な
る
貴

重
な
意
見
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
に
向
け
て
中
高
生
議
員
は
何
度
も
集
ま

り
、話
し
合
い
質
問
事
項
を
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。

　
金
田
町
長

は
、
町
の
未

来
に
対
す
る

提
案
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
称

賛
し
、「
大

津
町
の
こ
れ

ま
で
と
こ
れ

か
ら
」
と
題

し
て
講
話
を

お
こ
な
い
ま

し
た
。
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●
大
津
北
中
学
校

【
質
問
】
か
ら
い
も
の
皮
を
利
用
し
た
草

木
染
や
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
の
有
名
人

と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
と
、
海

外
へ
の
輸
出
に
よ
る
大
津
町
の
か
ら
い
も

の
知
名
度
の
ア
ッ
プ
を
。

【
感
想
】
S
D
G
s
の
取
り
組
み
と
し
て
か

ら
い
も
を
利
用
す
る
と
い
う
町
独
自
の
取
り

組
み
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　私
た
ち
が
大
津
町
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
こ
の
町
の
良
さ
を
知
ってい
き
ま
す
。

【
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
】

【
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
】

【
学
校
給
食
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
】

【
新
し
い
学
習
支
援
の
提
案
に
つ
い
て
】

【
公
園
の
利
用
改
善
に
つ
い
て
】

●
大
津
中
学
校

【
質
問
】
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活
動
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お
い
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活
動
場
所
、

部
員
不
足
、
指
導
者
と
い
う
３
つ
の
課
題

が
あ
り
地
域
移
行
の
話
も
出
て
い
る
。
部

活
動
の
地
域
移
行
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
、
内
容
で
進
め
る
の
か
。

【
感
想
】
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来
、
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活
動
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地
域
移
行
が

実
現
し
て
い
た
ら
、
指
導
員
と
し
て
後
輩

の
指
導
に
携
わ
り
、
大
津
町
の
剣
道
の
発

展
に
貢
献
す
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こ
と
が
私
の
夢
で
す
。
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校
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童
生
徒
が
多
く
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。
給
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ー
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ォ
ー
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に
は
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発
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入
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学
ツ
ア
ー
や
、
給
食
作
り
の

体
験
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開
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た
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と
納
税
を
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資
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の
流
れ
を
作
っ
て

み
た
り
し
て
は
ど
う
か
。
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べ
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フ
ー
ド
ロ
ス
削
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き
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思
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す
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す
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し
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。
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。
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が
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。
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。
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　議員の方のお話の中で「今後
TSMCによりさらに発展していく中で
欠点はたくさん出てくると思うが、それ

を利点に変えていくのが議員の務めである」という話に感
心した。
　議員は住民の代表として町をよくするために活動してく
ださるので、私たち住民は少しでも問題を解決するために
多文化共生やゴミ分別を受け入れるなど、住民にできるこ

尚絅大学生によるレポート若者の視点 3333
大津町議員との意見交換会を終えて

　さる10月11日（水）に、尚絅大学九品寺キャンパスにて大津町議会の広報委員５名と尚絅大学現代文化学部
「社会調査法実習」の授業受講生（４年生）とで意見交換会を行いました。この受講生たちは１年生の時にも大
津町の議員たちと交流したことがあり、３
年後に改めて話をうかがうとどのような感
想をもったのでしょう。TSMCと大津町の
今後が中心的な話題の一つでした。以下
学生の声を抜粋し紹介します。

　議員の方 と々話す中で、普段は議
員の仕事とは業界・職種が全く異な
る職業に就いている方々が少なくな

いことを知り、それまでより議員の方が身近に感じられ
た機会でもあった。
　交通渋滞、土地開発、外国人人口増に伴う多文化共
生の課題、人材不足など、複合的な課題が多数あるた
め、TSMC進出に伴う町づくりについて、議会のみならず
地域全体で取り組むべき問題なのだと改めて感じた。

　熊本は選挙などでも保守的な傾向にあるという話もあ
るし、私自身も自分が住む場所が大きく変化するなら希
望や喜びよりも不安や不満の方に考えが寄ってしまう方
である。
　現に前例がない規模であり人口の急増や移住する外
国人のサポート、土地の問題に地下水の保全といった課
題も多い中、自分たちなりに考えて対策を練り、町を発展さ
せるチャンスにしようとする議員たちの勇気が凄いと思う。
　議会だよりや議会のQRコードなど、町民の方たちに
もっと興味を持ってもらえるように工夫されているのをみ
ると、町全体で意見を出し合い、より良い町にしていきた
いという姿勢が喜ばしいと思った。

４年  六ケ所  蒼

４年  濱田  季子

とを行うことで町の発展につながりやすくなると思う。
　議員の方々が、住民の方に町の広報誌を読んでもらえ
るよう、多くの工夫を重ね作られていることを初めて知っ
た。自分の町にも毎月広報誌が届くので、積極的に読むよ
うにしたいと感じた。

４年  清田  紗帆
きよ た      さ   ほ

ろっ か しょ   あおい

はま だ      き   こ
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見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め

再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

令和5年11月1日　第105号　発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989
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この間、記念すべき100号を発行したのに、
もう105号に月日の経つ速さを感じています。隣
町への大手半導体進出の影響で大津町も地価
が上昇し多方面での影響が表れています。議会
だよりでも町の方向を分かりやすく伝えていきま
すので今後の議会だよりにもご期待ください。

　　　　　　　　　　　　　 （三宮美香）

本会議動画配信
配信中

議会だよりが
読めるアプリ
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今月の定例会は

６月９月

12月 ３月

議会広報編集特別委員会

次回定例会は

12月6日(水)開催予定
（日 程 は 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す）

編　　   集：(委員長）三宮 美香/（副委員長）豊瀨 和久
 　 （委　員）時松 智弘/田代 元気/大村 裕一郎
発行責任者：(議　長）桐原 則雄

日程　12月6日（水）～14日（木）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
9月定例会の傍聴者数のべ46人、ライブ配信再生回数1,213回  録画配信再生回数143回(10/13時点)  

　新庁舎となり、妻と2度目の
議会傍聴でした。議員と担当
職員との真剣な質疑応答、配
られた資料などを見て町に対
する熱意を感じました。日頃、
自宅でテレビを見るときに感
じる騒音について関心があっ
たので、「空港周辺地域の騒
音対策」について興味深く傍
聴しました。

　TSMC進出に伴い国内外からの来熊は益々多くなるでしょう。これ
に伴い航空機の増便も考えられます。国・県・周辺町村も対策を講じ
ておられることと思いますが、空港周辺住民は日々騒音に困られてい
るのも事実であり、継続した発信が重要と思います。
　だからと言って観光・経済・文化交流等、熊本県をはじめ市町村自
治体にとっては地域振興発展の為、大事でも有ります。だが、騒音に困
られている住民がおられることも忘れてはならないと存じます。国・県・
関係機関とも連携しながら近隣住民に聞き取り調査を更に継続して
行い騒音の軽減措置や健康被害が起きる前に改善の
周知を図られますよう願っています。

　今回議会を傍聴させてい
ただいて感じたことは、普段
から町や地域の活動でお会
いする方々がたくさんおられ、
普段は和やかな雰囲気の方
たちが、議会の時は真剣なま
なざし、そして町の代表として
年齢問わず議論されている
姿を目の当たりにして、今回よ

り一層、大津町が発展していくと感じました。今後
TSMCの影響で人口増加が見込まれる中、町とし
てどのような町づくりやインフラ整備していくのかが
直近の課題であると思いますが、今後より一層議員
の方たち、行政の方々、私たち町民が一緒になって
真剣に取り組むことが大事だと感じました。

商工会青年部部長

藤𠩤  芳彦さん大塚  弘さん（日吉が丘）
おおつか   ひろし

ふじわら     よしひこ

騒音や健康被害が起きる前に改善を 課題に議会と町民で
　　一緒に取り組む町に

ジュニアリーダー夢議会開催！！ジュニアリーダー夢議会開催！！ジュニアリーダー夢議会開催！！


